
個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実について



「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けてのポイント

資質・能⼒を育成するための単元（題材）を構想する

個別最適な
学び

個別最適な
学び

協働的な
学び

協働的な
学び

一体的な
充実

一体的な
充実



□ 単元（題材）で育成する資質・能力を明確にしていますか。
□ 児童生徒の深い学びを促し、教科の本質に迫る「単元を貫く問い」などを設定して
いますか。
□ 児童生徒の思考の流れを想定した単元（題材）を構成していますか。
□ 多様な個性・特性を有する児童生徒が存在することを前提として、授業において
起こりうるつまずきとそれに対する支援を想定していますか。

□ 児童生徒一人一人の興味・関心や能力・特性等を把握していますか。
□ 授業において、展開や振り返りの場面で、児童生徒一人一人の学習進度や
学習到達度、つまずき等を把握していますか。（形成的評価）
□ 単元（題材）の終わりに、児童生徒一人一人が単元（題材）で育成する資質・能力を
身に付けることができたか把握していますか。（総括的評価）

□ 児童生徒が興味・関心や能力・特性等に応じて自ら教材・学習方法・ペース等を選択
できる学習環境を整えていますか。
□ 個別最適な学びの中で孤立した学びに陥らないよう、また、協働的な学びの中で
個が埋没しないよう、児童生徒一人一人に適切な指導や関わりを行っていますか。

個への支援

個の見取り

深い教材研究

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けてのポイント



令和７年度 特別支援教育の
考え方を生かした個別最適な
学び推進プロジェクト校の取組

令和５年度 特別支援教育の
考え方を生かした個別最適な
学び推進プロジェクト校の取組

令和６年度 特別支援教育の
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学び推進プロジェクト校の取組



生徒指導の
実践上の視点

自己決定の場の提供

自己存在感の感受
共感的な人間関係

安全・安心な風土の醸成

尾道市立栗原中学校の取組

個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実に向けて



引用：文部科学省「生徒指導提要」 令和４年12月

「自分も一人の人間として大切にされている」と児童生徒が実感できること
ありのままの自分、ありのままの他者を受け入れること

選択できない出会いから始まる生活集団を認め合い、励まし合い、支え合える
学習集団へ変容を図ることや失敗を恐れない、間違いやできないことを笑わない
集団に向けて、支持的で、創造的な学級・ホームルームづくりを行うこと

自ら考え、選択し、決定する場を繰り返し設定すること
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進めていくこと

お互いの個性や多様性を認め合い、安心して授業や学校生活が送れるような
風土を、教職員の支援の下で、児童生徒自らが構築すること

生徒指導の実践上の視点

尾道市立栗原中学校の取組
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引用：広島県教育委員会「生徒指導のてびきー改訂版ー」 令和７年３月

尾道市立栗原中学校の取組

生徒指導の実践上の視点



尾道市立栗原中学校の取組

教科を越えた多様な視点
多様な視点で教材研究

授業者他教科 他教科

デジタル機器を活用し

他教科

・授業者は「単元・題材の目標」と
「単元・題材を貫く問い」を設定
・教材研究チームで「つまずきの想定」と
「つまずきに対する支援」を考える

深い
教材研究



尾道市立栗原中学校の取組

５つのミッションを
二次元コードで提供
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深い
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尾道市立栗原中学校の取組

自己決定の場の提供

自分のペースで
聴くことができる
のは学びやすい。

何度も聴くことが
できるのがいい。

個への
支援
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尾道市立栗原中学校の取組

自分の考えをアウトプット
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尾道市立栗原中学校の取組

ミッションごとに記入
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尾道市立栗原中学校の取組

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚

知覚したことの働きが生み出す特質や雰囲気を感受

「知覚」と「感受」

個への
支援

個の
見取り

深い
教材研究



氏
名

共感的な人間関係

尾道市立栗原中学校の取組

安全・安心な風土の醸成
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尾道市立栗原中学校の取組

どうして、「静かな祈り」
だと思ったの？

ゆっくりはじまって、楽器ではなく人の声
で音楽を進めていっているから、
祈りのように感じたんだよ。

もう一回、聴いてみよう。

考えを話し合う場の設定

個への
支援



尾道市立栗原中学校の取組

教師の役割

個への
支援

個の
見取り

自己存在感の感受



生徒指導の実践上の視点

尾道市立栗原中学校の取組

個別最適な学び個別最適な学び

協働的な学び協働的な学び


